












現代数学通論レポート問題 (担当: 水野 将司)

問題 1は全員が答えよ. 問題 2, 問題 3はよい成績を希望する学生は解いてくること. 問
題 4, 問題 5 は意欲ある学生向けの問題である.

締切は 6月 28日 (火)の午後 6時までとし, お茶の水校舎 9号館C905の水野研究室前の
提出箱に入れること. レポートはA4用紙 (この紙と同じサイズ)を片面で利用し, 必要に
応じて, 左上 1箇所のみをホチキスで止めること. ルーズリーフや印刷物の裏紙は利用し
ないこと. 表紙はつけなくてもよい. 鉛筆書きで構わない. 氏名と学生番号の書き忘れは
採点しない (出席扱いにもしない).

問題 1 (必修課題).

この講義に対する感想, 意見, コメント等を書け.

問題 2.

−1 < y < 1 に対して,
d

dy
arcsin y を求めよ.

問題 3.

n ∈ N, 0 ≤ x ≤ π に対して, u(x) := sin(nx) とおく.

(1) u が次の微分方程式−d2u

dx2
(x) = n2u(x), 0 < x < π,

u(0) = u(π) = 0

をみたすことを確かめよ.

(2)

∫ π

0

∣∣∣∣dudx(x)
∣∣∣∣2 dx∫ π

0

|u(x)|2 dx

を求めよ.

問題 4.

なぜ, p = 1 とした sin1 x を考えないかを考察する.

(1) 0 < v < 1 に対して, (1− v)
1
p ≤ (1− vp)

1
p となることを示せ.

(2)

∫ 1

0

1

(1− vp)
1
p

dv < ∞ となることを示せ (ヒント: (1)の逆数をとる).

(3)

∫ 1

0

1

1− v
dv = ∞ となることを示せ.

注意.

問題 4 により, p = 1 のとき, arcsin1(1) = ∞ となってしまい, π1 = ∞ となることがわ
かる. つまり, 我々の思い浮べるような三角関数になっていないということである.

問題 5.

1 < p < ∞ に対して, arcsinp y のグラフをコンピュータを用いて書いてみよ. 逆関数
は直線 y = x について対称だったことを用いて, sinp x のグラフを書いてみよ.
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